
様式第３号（第10条関係） 

 

中 間 前 金 払 認 定 申 請 書 
 

 

                                                                     平成２８年 ８月 １日 

 

  城里町長         様 

 

請負人 住 所    城里町石塚○○○○ 

                                                 商号又は名称 （株）○○建設 

                                                    代表者名         ○○ ○○        ㊞ 

 

 

  下記の工事について，中間前金払の支払を申請したいので，要件を具備している 

 ことを認定されたく請求します。 

 

                                      記 

 工 事 名  平成２８年度 国補道改第○号 町道○○○○号線道路改良工事 

 工 事 場 所  城里町○○地内 

 契約年月日           平成２８年５月９日 

 工 期     平成２８年５月１０日 から 平成２８年９月３０日まで 

 請負代金額                       ２７，０００，０００   円 

 

 

 摘 要 

現在の進捗状況は次のとおりです。 

・工期は工程表の約５７・３％を完了している。 

・当該工事に係る作業に要する経費（出来高金額）は，請負代金額の約 

 ６１．０％です。 

 

 ＜添付資料＞  

工事履行報告書（様式第４号） 

工程表（様式第５号） 
 

【記載例】 



様式第４号（第10条関係） 

               工 事 履 行 報 告 書 （中間前金払用） 
 

                                                                 

平成２８年８月１日 
 
 城里町長         様 
 
                                          請負人 住 所    城里町石塚○○○○ 
                                                    商号又は名称 （株）○○建設 
                                                代表者名         ○○ ○○       ㊞ 
 

 工 事 名  平成２８年度 国補道改第○号 町道○○○○号線道路改良工事 

 工 事 場 所 城里町○○地内 

 工 期 平成２８年５月１０日 から 平成２８年９月３０日まで 

 請 負 代 金 額              ２７，０００，０００円 

 工 種 構成比（％） 予定工程（％） 実施工程（％） 出来高金額（円）  備 考 

準備工 10.0 100.0 100.0 2,500,000  

 土工 20.0 60.0 60.0 3,000,000  

 法面工 10.0 100.0 100.0 2,500,000  

 用水工 10.0 100.0 100.0 2,500,000  

 排水工 10.0 100.0 100.0 2,500,000  

 舗装工 15.0 0.0 0.0 0  

 構造物撤去工 5.0 0.0 0.0 0  

 仮設工 10.0 40.0 40.0 1,000,000  

 共通仮設工 10.0 50.0 50.0 1,250,000  

 小 計   100.0   15,250,000  

        消費税及び地方消費税額 1,220,000 請負代金額との 
比率 
（61.0）％             合 計 金 額 16,470,000 

 
 ＜注意事項＞ 

１ 構成比は直接工事費に占める各工種毎の構成割合を，予定，実施工程は報告時点 
の状況を，出来高金額は工事価格（請負代金額から消費税及び地方消費税を控除し
た金額）に占める構成比相当額に実施工程率を乗じたものを，請負代金額との比率
は，請負代金額に対する出来高金額の合計金額の割合を，それぞれ記入すること。 

なお，実施工程が確認できる資料（予定工程表に実施工程を記入したもの等）を 
添付すること。 

２ 実施工程の計は50％以上，請負代金額との比率は50％以上であること。 

① ② ③ 

①直接工事費に占める各

工種の額の割合 

②全体の予定工程に対して，報告次点（8 月

1 日）までに予定している工程の割合 

③全体の予定工程に対して，報告次点（8 月

1 日）までに実施した工程の割合 

④出来高金額＝ 

請負代金（税抜） 

×①構成比（％） 

×③実施工程（％） 

④ 

【条件の確認】 

すでに行われた作業に要

する経費が請負代金額の 2

分の 1 以上か。 

出来高金額が請負代金額

の 2 分の 1 以上か。 

【記載例】工種は，種別，細別まで区分する必要はありません。 



様式第5号(第10号関係) 

工 程 表 

工事番号，工事名工事 
平成28年度国補道改○号 

町道○○○○号線道路改良工事 
工期 

平成２８年  ５月 １０日から 
平成２８年  ９月 ３０日まで 

受

注

者 

住 所  城里町石塚○○○○       
商 号 （株）○○建設          
氏 名                  

○○ ○○  ㊞ 工事場所 城里町○○地内 請負代金額 
２７，０００，０００円 

年 月 日 
工種 

5月 
1020 

6月 
1020 

7月 
1020 

8月 
1020 

9月 
1020 

 10月 
1020 

11月 
1020 

12月 
1020 

1月 
1020 

月 
1020 

月 
1020 

月 
1020 

算出基礎 

 
準備工 
 
土工 
 
法面工 
 
用水工 
 
排水工 
 
舗装工 
 
構造物撤去工 
 
仮設工 
 
共通仮設工 

   工 程                                       
進捗率                                     
工 程                                       
進捗率                                     
工 程                                       
進捗率                                     
工 程                                       
進捗率                                     
工 程                                       
進捗率                                     
工 程                                       
進捗率                                     
工 程                                       
進捗率                                     
工 程                                       
進捗率                                     
工 程                                       
進捗率                                     
工 程                                       
進捗率                                     
工 程                                       
進捗率                                     
工 程                                       
進捗率                                     
工 程                                       
進捗率                                     

進 捗 率 計                                       

 注 
比重度……該当工種充当額 ／ 請負代金額 
進捗率……比重度×工種別完成率 

｝町側で記入 摘要 

 

【条件の確認】 

工期の 2 分の 1 を経過するまでに実施すべきものとされて

いる作業が行われているか。 

予定工程（黒線）に実施工程（朱線）が対応しているか。 

※変更が生じている場合は，変更後の工程表により確認す

ること。 

予定工程（黒線） 

 全体の予定工期に対する，報告次点（8 月 1 日）での予

定工期割合を，様式第 4 号の②に記載する。 

予定工程（朱線） 

 全体の予定工期に対する，報告次点（8 月 1 日）までに

実施した工程の割合を，様式第 3 号の③に記載する。 

工期の 2 分の 1 

【条件の確認】 

申請時点で，工期の 2 分の 1 を経過しているか。 

 

【記載例】工程表は，契約締結時に提出したものを活用しても結構です。 


